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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
雪
の
花

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
２
９
７
６
Ｎ

【
作
者
名
】

　
九
条
　
洸
実

【
あ
ら
す
じ
】

　
『
冬
に
だ
け
咲
く
花
が
あ
る
。
そ
れ
を
見
た
者
に
は
幸
福
が
約
束
さ
れ
る
と

い
う
。
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
ラ
イ
ラ
ッ
ト
・
オ
リ
ン
ハ
ー
レ
～
（

聖
剣
ド
ナ
フ
よ
り
）
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教
会
広
場
に
て
（
前
書
き
）

～
冬
の
花
の
意
の
名
を
持
つ
　
大
切
な
大
切
な
我
が
友
人
へ
～
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教
会
広
場
に
て

　
　
　
雪
の
花

　
　
＊
１
＊
　

『
お
か
し
い
な
』

『
何
が
。
ほ
ら
、
冷
め
る
よ
？
』

　
う
ら
ら
か
な
冬
の
午
後
。

　
光
に
満
ち
た
穏
や
か
な
風
に
、
銀
色
が
混
じ
る
。

　
雪
の
丘
は
果
て
し
な
く
、
教
会
の
十
字
に
は
つ
ら
ら
が
輝
く
。

『
変
な
ん
だ
よ
、
あ
、
こ
れ
は
な
か
な
か
う
ま
い
な
』

『
当
然
よ
。
・
・
・
何
が
変
？
』

『
甘
薯
か
な
こ
れ
は
？
い
や
、
そ
れ
は
い
い
ん
だ
が
・
・
・
』

『
南
瓜
よ
。
・
・
・
気
に
な
る
じ
ゃ
な
い
。
何
？
』

　
教
会
の
裏
の
広
場
。

　
温
か
に
香
る
ス
ー
プ
の
香
り
。

　
町
の
最
果
て
か
ら
は
山
し
か
見
え
な
い
。

『
南
瓜
か
・
・
・
こ
れ
は
評
判
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
？
』

『
貴
方
の
お
か
げ
よ
。
い
や
、
で
、
何
な
の
』
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『
い
や
、
金
が
あ
る
か
ど
う
か
と
う
ま
い
も
の
と
は
関
係
な
い
さ
。
』

『
そ
う
か
し
ら
。
・
・
・
私
に
話
せ
な
い
こ
と
？
』

『
そ
う
さ
。
い
や
そ
れ
は
そ
う
で
も
な
い
ん
だ
が
・
・
・
』

『
話
し
て
ご
ら
ん
な
さ
い
な
。
あ
、
コ
ー
ヒ
ー
あ
る
よ
？
』

　
教
会
の
子
供
が
二
、
三
人
、
走
り
回
っ
て
い
る
の
が
見
え
る
。

　
彼
ら
も
こ
の
ス
ー
プ
を
食
べ
た
の
だ
ろ
う
。

『
あ
り
が
と
う
、
い
ま
は
い
い
よ
。
』

『
そ
う
。
で
・
・
・
』

『
う
ん
。
そ
れ
が
だ
な
・
・
・
』

『
・
・
・
・
』
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教
会
広
場
に
て
（
後
書
き
）

本
当
は
短
編
で
も
よ
か
っ
た
ん
で
す
が
、
敢
え
て
連
載
形
式
で
。
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彼
の
話

　
＊
＊
＊

『
先
日
北
の
山
に
登
っ
た
ん
だ
。
絵
の
材
料
と
か
、
保
養
と
か
、
運
動
と
か
兼

ね
て
な
。
』

『
絵
の
材
料
と
は
な
に
よ
ね
。
・
・
・
で
？
』

『
絵
具
の
材
料
や
ら
筆
代
わ
り
の
植
物
だ
と
か
・
・
・
で
、
東
に
下
る
獣
道
の

先
に
北
側
が
崖
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
だ
が
。
』

『
ん
。
神
父
様
が
近
付
く
な
と
仰
せ
の
場
所
だ
ね
。
』

『
そ
う
な
の
か
？
い
や
、
知
ら
な
い
道
を
通
り
た
く
な
っ
て
な
。
』

『
白
い
狼
が
住
ん
で
る
そ
う
よ
。
実
際
、
狼
は
出
る
み
た
い
だ
け
ど
。
』

『
あ
り
が
た
そ
う
じ
ゃ
な
い
か
。
描
い
て
み
た
い
な
。
』

『
異
教
の
神
だ
か
ら
ね
。
そ
ん
な
の
描
い
た
ら
叱
ら
れ
る
よ
？
』

『
は
は
、
そ
れ
も
い
い
な
。
で
。
』

『
あ
、
う
ん
。
で
？
』

『
そ
こ
か
ら
北
の
海
を
望
め
る
ん
だ
が
、
そ
れ
が
な
ん
と
も
静
謐
で
。
是
非
描

き
た
い
ん
だ
が
・
・
・
』

『
描
き
な
よ
。
お
ぼ
え
て
る
ん
で
し
ょ
う
？
』

『
描
け
な
い
ん
だ
。
ど
う
し
て
も
記
憶
と
違
っ
て
し
ま
う
。
い
や
・
・
・
』

『
・
・
・
・
？
』

『
記
憶
が
違
っ
て
る
の
か
、
混
ざ
っ
て
る
の
か
、
そ
れ
と
も
其
処
が
お
か
し
い

の
か
・
・
・
』

『
何
よ
。
』

『
う
ん
。
笑
わ
な
い
で
く
れ
よ
？
』

『
場
合
に
よ
る
わ
よ
。
で
？
』

『
花
が
咲
い
て
た
気
が
す
る
ん
だ
。
』

『
は
？
・
・
・
花
？
』
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『
花
。
』

『
花
？
』

『
花
。
』

　
つ
ら
ら
が
落
ち
る
音
。

　
石
造
り
に
こ
だ
ま
す
る
、
嘆
き
の
音
。

『
・
・
・
・
そ
う
か
も
ね
。
』

『
い
や
、
馬
鹿
な
。
こ
の
冬
も
盛
り
に
花
が
咲
く
か
。
』

『
咲
い
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
く
て
？
』

『
い
や
、
う
ー
ん
。
』

『
・
・
・
確
か
め
に
行
か
な
い
？
』

『
・
・
・
・
は
？
』

　
つ
ら
ら
の
、
音
。

　
ど
こ
か
で
猫
が
、
一
声
、
鳴
い
た
。
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次
日
、
山
道
に
て

　
　
＊
２
＊

『
き
つ
い
・
・
・
』

『
だ
か
ら
言
っ
た
ろ
う
。
今
か
ら
帰
る
か
？
』

『
嫌
よ
。
馬
鹿
馬
鹿
し
い
。
』

『
何
が
だ
。
』

　
光
鋭
い
山
の
道
。

　
静
け
さ
が
、
こ
こ
だ
け
時
に
忘
れ
ら
れ
た
よ
う
。

『
い
い
じ
ゃ
な
い
。
で
、
今
ど
の
辺
り
？
』

『
も
う
す
ぐ
例
の
分
岐
お
お
ぉ
う
・
・
・
・
！
』

『
何
よ
。
言
葉
喋
っ
て
よ
。
』

『
・
・
・
・
に
ゃ
ー
。
』

『
・
・
・
・
・
』

『
・
・
・
・
・
足
が
滑
っ
た
ん
だ
。
気
に
す
る
な
。
』

『
滑
っ
た
の
は
足
だ
け
？
』

『
・
・
・
・
に
ゃ
ー
。
』

　
雪
も
ま
ば
ら
に
な
っ
て
い
て
、
歩
き
や
す
い
に
は
歩
き
や
す
い
。

　
け
ど
、
足
は
も
う
、
限
界
。

　
自
分
の
体
力
が
絵
描
き
以
下
だ
と
い
う
、
事
実
。

『
あ
ぁ
あ
。
あ
ぁ
、
い
い
天
気
。
あ
ぁ
あ
。
』
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『
悪
か
っ
た
な
・
・
・
・
・
』

『
に
ゃ
ー
じ
ゃ
な
い
の
よ
。
』

『
は
い
、
も
う
し
ま
せ
ん
。
・
・
・
・
お
、
こ
こ
だ
。
』
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間
道
、
木
々
の
ト
ン
ネ
ル

　
＊
＊
＊

『
ふ
・
・
・
・
ん
。
』

　
道
に
は
見
え
な
い
、
木
の
隙
間
。

　
落
ち
葉
で
滑
れ
ば
、
す
な
わ
ち
死
？

『
・
・
・
・
行
く
の
？
』

『
ど
っ
ち
で
も
。
』

『
行
く
よ
・
・
・
・
』

『
ま
、
す
ぐ
に
平
坦
な
道
に
な
る
か
ら
な
。
し
ば
ら
く
辛
抱
し
た
ま
え
。
』

『
へ
ぇ
へ
ぇ
。
』

　
彼
が
普
通
に
出
し
た
手
を
、
普
通
に
つ
か
む
。

　
私
よ
り
細
そ
う
な
指
が
腹
立
た
し
い
。

『
お
わ
・
・
・
・
』

『
ゆ
っ
く
り
で
い
い
さ
。
』

『
は
い
は
い
・
・
・
よ
く
歩
い
た
も
の
よ
ね
。
』

『
ま
ぁ
な
。
あ
、
そ
こ
気
を
付
け
』

『
う
ぁ
！
！
』

『
お
ぉ
う
・
・
・
』

　
心
臓
が
跳
ね
て
い
る
。

　
滑
っ
た
せ
い
だ
け
か
は
知
ら
な
い
。
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道
な
き
道
。

　
光
に
満
ち
た
木
漏
れ
日
の
祝
福
。

『
・
・
・
・
に
ゃ
ー
。
』

『
・
・
・
ど
う
し
た
。
』

『
そ
ん
な
気
分
な
の
よ
。
』

『
そ
う
か
よ
。
』

　
道
の
雪
は
と
け
ず
に
残
り
、
風
に
な
び
い
て
舞
っ
て
い
る
。

　
彼
の
横
顔
を
、
照
ら
し
て
。

『
あ
、
出
口
。
』

『
意
外
と
す
ぐ
だ
ろ
？
』

『
こ
れ
は
こ
れ
で
絵
に
な
る
ん
じ
ゃ
？
』

『
そ
ん
な
こ
と
。
あ
の
光
景
を
見
て
し
ま
っ
た
か
ら
な
。
』

『
・
・
・
・
ふ
ん
？
』

『
こ
い
よ
。
』

　
力
強
く
、
で
も
、
優
し
く
。

　
ゆ
っ
く
り
と
、
手
繰
り
寄
せ
ら
れ
る
。

　
繋
い
だ
、
手
。

　
引
き
寄
せ
ら
れ
る
の
は
・
・
・
体
だ
け
？

　
光
が
あ
ふ
れ
る
、
そ
の
先
へ
・
・
・
・
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そ
し
て
・
・
・
・
不
意
に
。

　
　
　
世
界
が
、
羽
ば
た
い
た
。



13

祝
福
の
世
界

　
＊
＊
＊

『
わ
ぁ
・
・
・
』

『
・
・
・
な
。
』

『
う
ん
・
・
・
・
』

『
・
・
・
・
・
・
』

　
美
し
い
景
色
、
な
ん
て
。

　
そ
ん
な
言
葉
じ
ゃ
足
り
な
い
。

　
雪
の
明
か
り
と
、
海
の
光
と
。

　
冬
の
ま
し
ろ
な
太
陽
と
。

　
そ
れ
は
、
光
の
精
霊
の
、
祝
福
。

『
き
れ
い
・
・
・
』

『
・
・
・
な
。
』

　
雪
の
粉
が
舞
い
、
銀
色
に
広
が
る
、
光
。

　
寒
さ
も
。

　
疲
れ
も
。

　
痛
み
も
。

　
愛
も
。
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全
て
は
溶
け
て
、
銀
に
輝
く
。

『
・
・
・
・
・
・
・
』

　
開
く
、
口
。

　
小
さ
く
、
強
く
。

　
大
事
に
、
呟
く
。

『
・
・
・
・
ね
ぇ
。
』

『
・
・
・
・
あ
ぁ
。
』

『
一
緒
に
、
な
ろ
う
？
』

『
・
・
・
・
・
・
・
・
ふ
っ
』

『
・
・
・
・
何
？
』

『
・
・
・
・
先
を
、
越
さ
れ
た
。
』

　
山
を
下
る
。

　
・
・
・
そ
の
時
の
こ
と
な
ん
て
。

　
頭
に
は
、
残
っ
て
な
ん
て
。

　
た
だ
、
白
銀
に
。

　
ふ
わ
ふ
わ
と
。

　
残
っ
て
る
の
は
、
そ
れ
だ
け
。
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新
し
い
日
、
エ
ピ
ロ
ー
グ

　
　
＊
３
＊

『
・
・
・
ね
ぇ
？
』

『
ん
・
・
・
・
？
』

　
朝
日
が
、
昇
る
。

　
初
め
て
の
、
朝
。

『
・
・
・
な
ん
か
、
や
っ
ぱ
さ
。
』

『
・
・
・
だ
よ
な
？
』

『
い
や
、
な
ん
か
、
だ
っ
て
。
』

『
・
・
・
だ
よ
な
。
』

『
・
・
・
・
咲
い
て
た
よ
。
』

『
・
・
・
・
な
。
』

　
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
と
、
朝
の
光
と
。

　
鳥
の
声
と
、
そ
れ
と
・
・
・
・
・
・
・
・

　
朝
が
、
始
ま
る
。
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＊
＊
＊
　
　
　
＊
＊
＊

　
＊
エ
ピ
ロ
ー
グ
＊

＊
＊
＊
　
　
　
＊
＊
＊

　
そ
の
教
会
の
壁
に
か
か
る
、
一
枚
の
絵
。

　
美
し
い
、
冬
の
海
。

　
彼
の
生
涯
を
か
け
た
作
品
。

　
一
枚
の
、
絵
。

　
大
き
な
、
絵
。

　
そ
こ
に
は
・
・
・
・
・

　
花
は
、
描
か
れ
て
い
な
い
。
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新
し
い
日
、
エ
ピ
ロ
ー
グ
（
後
書
き
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

気
に
入
っ
て
頂
け
る
と
嬉
し
い
限
り
で
す
。

あ
と
、
、
、
、
あ
ら
す
じ
の
な
ん
た
ら
さ
ん
の
聖
剣
な
に
が
し
、
探
し
て
も
無

駄
で
す
（
笑
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

雪の花
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